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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、表計算ソフトウェアなどに用いられる一般的な表形式データに対して、階層

型データを対象とした大規模情報可視化手法を適用し、その可視化結果を検証することである。

本研究により、一般的な表形式デ４ータに対して、全貌を一括表示できて、かつその局所的かつ

興味深い特徴を発見できる可視化結果が期待される。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The study targets the visualization of general matrix data by applying a large scale 
hierarchical data visualization technique, and evaluates the visualization results. We 
expect that the study realizes the all-in-one overview of the general matrix data, and 
discovery of local and interesting phenomena or trends. 
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１．研究開始当初の背景 

情報可視化とは、形状や位置情報を持たな
い一般的なデータを、CG 技術を用いて効果的
に提示する技術のことであり、1990 年代後半
から研究が進んでいる。情報可視化の研究に
おける最大の課題の一つは、千、万、十万、
といった要素数をもつ大規模データの全貌

を一画面に表示することである。研究代表者
は、大規模な階層型データの全貌を一画面に
表示する情報可視化手法を発表しており、海
外の著名な論文誌にも採択されている。 
一方、表計算ソフトウェアの普及などによ

り、日常生活に見られるデータの中には、表
形式データとして格納されているデータも
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非常に多い。これらのデータは多くの場合に
おいて、表計算ソフトウェアに付録されてい
るグラフ表示機能などで視覚化されている。
しかし、表計算ソフトウェアに一般的に付録
されている、棒グラフ、折れ線グラフ、帯グ
ラフ、円グラフ、といった簡略なグラフ表現
では、数千行、数万行といった大規模な表形
式データの 1行 1行に対する情報を可視化す
るのは困難である。あるいは、表形式データ
全体の概略的な統計量を表現することがで
きても、その中に潜在する興味深い局所的な
傾向を発見するのは困難である。このような
大規模表形式データを効果的に可視化する
新しい手法の確立は、学術的にも産業的にも
意義が大きいと考えられる。 
 

 

２．研究の目的 
本研究では、研究代表者が既に発表してい

る大規模階層型データのための情報可視化
手法「平安京ビュー」を、表形式データの可視

化に適用する。これにより、大規模な表形式デ
ータの 1行 1行に記述された詳細情報をもれ
なく表示し、データの中に潜在する興味深い
局所的な傾向を発見しやすくなる、と考えら
れる。 

 
 
３．研究の方法 

本研究ではまず、表形式データにクラスタ
リング・ネットワーク化を適用して階層型デ
ータに変換するツールを開発し、この階層型
データを情報可視化手法「平安京ビュー」を
用いて可視化できる環境を構築し、その可視
化結果について検証する。 

続いて本研究では、現実の表形式データを
対象として、個別のツールを追加開発し、ク
ラスタリング・ネットワーク化を適用して可
視化する。本研究の開始当初では、アンケー
ト集計データおよび遺伝子発現率データを
想定していた。実際にはこれらに加えて、新
聞記事データ、論文誌データ、3次元 CG アニ
メーションデータ、大量画像データ、音楽音
響ファイルデータ、といった非常に多種多様
な表形式データの可視化に取り組んだ。 

 
 

４．研究成果 
まず、表形式データへのクラスタリング・

ネットワーク化の適用、および階層型データ
への変換・可視化については、当初の目的通
りの成果をあげることができた。 

続いて当初の題材として想定していたア
ンケート集計データおよび遺伝子発現率デ
ータについても、当初の想定通りの可視化を
実現できた。ただし研究過程において、当初
の想定よりも早期に可視化結果を出せたこ

と、またこの 2題材に長期的に取り組むより
も本研究にふさわしい研究題材があるかも
しれないと考えたこと、から本研究の 2年目
以降では、この 2題材に限定せず、もっと多
くの題材を適用して多彩な可視化結果を出
し、多くの学会発表に結びつけた。 
本研究の 2年目以降では、研究開始当初か

ら計画していたアンケート集計データの可
視化と同じ手法を用いて、新聞記事データ、
論文誌データの可視化を試みた。具体的には、
新聞記事や論文誌からキーワードを抽出し、
そのキーワードの重要度算出結果をまとめ
た表形式データを対象として、新聞記事や論
文誌の傾向を可視化した。その結果として、
本研究で構築した手法は、アンケート集計デ
ータなどの統計的情報だけでなく、新聞記事
や論文誌などから構築したテキストデータ
ベースの可視化にも有用であることが確認
できた。 
また本研究の 2年目以降では、写真群、音

楽音響ファイル群、3次元 CG コンテンツ、と
いったマルチメディアを探索するための GUI
としての可視化を試みた。これについても一
定の成果を得ることができた。特に写真群の
可視化については、数々のユーザテスト集計
結果から操作性の高さを実証しており、定量
的にも一定の評価をできたと考えている。 
なお特筆すべき点として、論文誌データの

可視化結果については、IEEE 主催の国際会議
にて Best Poster Award を受賞している。 
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